
 

 

 

 

 

電話の受け手ボランティア募集!! 

 
〇応募条件 

・18歳以上おおむね 60歳までの人(性別・資格・経歴などは問いません) 

・全講座を修了し、電話の受け手として無償で活動できる方 

・チャイルドラインの趣旨に賛同し正会員として登録できる方  

・受け手になってからも定期的に研修(無料)に参加できる方 

 

〇参加費 全 10回 10,000円 ※29歳以下の学生は 5千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの声に耳を傾けてみませんか ? 

 

第 14 期 

養成講座 

第 4回 

 

7月 9日(日)10:00～12:00 

「思春期の性」 

 

栃木 さおり さん 

ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝとちぎスタッフ 

 

アミークス(とちぎ青少年ｾﾝﾀｰ) 

 

 

第 1回 公開講座 

 

5月 28 日(日)14:00～16:00 

「子どもの声を聴く」 

～スクールソーシャルワーカー 

の立場から～ 

土屋 佳子 さん 

スクールソーシャルワーカー 

とちぎ青少年センター 研修室 

第 3回 

 

6月 11日(日)13:00～15:30 

「電話相談の基本姿勢」 

 

杉山 雅宏 さん 

東京家政大学教授 公認心理師 

 

第 5回 

 

7月 9日(日)13:00～15:30 

「子どもの声を受けとめる 

ための実践ワークショップ 1」 

福本 佳之 さん 

ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝとちぎ理事長 

 

第 8回 

 

9月 10日(日)10:00～12:00 

「子どもの声を受けとめる 

ための実践ワークショップ 2」 

 

ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝとちぎスタッフ 

 

 

第 6回 

 

8月 5日(土)10:00～12:00 

「発達障害への理解」 

 

高浜 浩二 さん 

作新学院大学人間文化学部教授 

アミークス(とちぎ青少年ｾﾝﾀｰ) 

 

 

第 7回 

 

8月 5日(土)13:30～16:00 

「傾聴の基礎」 

 

下牧 千佳乃 さん 

  臨床心理士 

 

 第 9回 

 

9月 10日(日)13:00～15:30 

「性の多様性と人権」 

 

艮 香織 さん 

宇都宮大学教育学部准教授 

 

第 10回 

 

10月 29日(日)10:00～13:00 

「オリエンテーション」 

「面接」「危機管理」 

 

ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝとちぎスタッフ 

 

第 2回 

 

6月 11日(日)10:00～12:00 

「チャイルドラインとは」 

 

福本 佳之 さん 

ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝとちぎ理事長 

とちぎ理事長 

 

 ※会場はとちぎ青少年センター（アミークス）宇都宮市駒生 1-1-6 

研修・会場・講師が変更になる場合があります  講座プログラム 

 

※養成講座終了後、受け手として現場に入る前にフォローアップ研修（原則 3回）を受けていただきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 14 期  受け手養成講座 参加申込み書 

※記載いただいた情報は、お申込みの事業目的以外には使用しません 

 

氏名 
ふりがな 生年月日 

   年  月  日 

住所 
 〒 

職業 

所属団体等 

   

電話番号  E-mail 

応募の動機 

300字程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・郵送かメールにて申込下さい。 

・参加費はお振込みください。入金後のキ

ャンセル・返金はできませんのでご了承

下さい。 

 

申込み方法 

申込み・問い合わせ 

振込み先 

〒320-087 栃木県宇都宮市弥生 1-6-3 

 チャイルドラインとちぎ 事務局 

E-mail info@cltochigi.org  

http://cltochigi.org 

 

振込口座   ゆうちょ銀行 00120-2-659158 

口座名義  チヤイルドラインとちぎ 

   

ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝとは 

１８歳までの子どもがかける専用電話であ

り全国 68団体のチャイルドラインと連携し

フリーダイヤルで電話を受けています。 

オンライン相談も開設しています。 

民間の団体であり、地域の方々の温かい支

援とボランティアで運営されています。 

受け手の役割 

子どもたちは悩みばかりでなく、自分の体験

している事や心の中に起こっている事を伝

えてきます。ときには楽しい報告とか・・私

たちはそんな「心の声」にしっかり寄り添い、

受けとめる事、それが「受け手」ボランティ

アの役割だと考えています。 

 


